
レジメン名： TafaR2 療法  

 

【適応癌腫】 再発または難治の濾胞性リンパ腫 

【1 コースの期間】 28 日  【最大コース数】 12 コース 

【催吐性リスク】 軽度    

 

＜1 コース目＞  
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※※ 

21 日間内服 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※※ 

※ ※体重 42kg 未満の場合、全量 100mL、速度 50mL/h で投与 

※※ 

※※ 体重 42kg 未満の場合、生理食塩液 全量 100mL、速度 50mL/h で投与 

※  体重 42kg 未満の場合、生理食塩液 全量 100mL、速度 40mL/h で投与 



<2～3 コース目> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21 日間内服 

※ 

※体重 42kg 未満の場合、生理食塩液 全量 100mL、速度 50mL/h で投与 

※ 

※ 

※ 



<4～5 コース目> 

 

 

<6～12 コース目> 

 

 

【備考】 

・タファシタマブの infusion reaction 軽減のため、1 コース目はタファシタマブ投与の 60 分前に抗ヒスタミン剤、 

解熱鎮痛剤、副腎皮質ホルモン剤を投与(2 コース目以降は任意)。 

 ・腎機能に応じてレナリドミドの投与量調整が必要。 

   CCr≧60mL/min：20mg/day 

   30≦CCr<60mL/min：10mg/day(2 サイクル終了後忍容可能なら 15mg/day まで増量可) 

・タファシタマブ、リツキシマブによる B 型肝炎ウイルスの再活性化に注意。 

  

21 日間内服 

21 日間内服 

※ 

※ 

※ 

※ 

※体重 42kg 未満の場合、生理食塩液 全量 100mL、速度 50mL/h で投与 

※体重 42kg 未満の場合、生理食塩液 全量 100mL、速度 50mL/h で投与 


